
東京大学史料編纂所における取組

山田太造

第２回人文学・社会科学データインフラストラクチャー強化事業フォーラム
「研究データの利活用と流通を強化する」



史料編纂所における研究活動
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史料採訪 編纂

メタデータ
•文書名：源頼朝下文
•所蔵先：東京大学史料編纂所
•和暦：元暦2年6月15日
•・・・
デジタル画像
•JPEG 9184x7239 8-bit sRGB
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例：『大日本古文書』

再編成

・史料集
・DB公開

オブジェクト識別・同定
・史料
・人名
・地名
・・・

収集・調査

国内外の史料



史料編纂所のデータベース

DB数：３２

種類
–目録
–本文
–画像・図像・写真
–知識

• 人名
• 地名
• 和暦
• 文字

範囲
–日本前近代
–奈良～維新

史料集編纂におい
て必要な情報をデー
タベース化
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https://wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/

登録件数（2025年1月時点）：
約750万レコード，約2,120万画像，約10億文字
アクセス数（2023年度） ：
データベース約820万件，画像約1,070万件



国内・海外から収集した史料の画像史料編纂所所蔵史料の画像

Web公開
閲覧室での公開
＋連携機関での閲覧

Hi-CAT PlusHi-CAT

所蔵史料と所外の史料
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例：秋田県公文書館．
横浜開港資料館

SHIPS
史料編纂所歴史情報処理システム

2020年3月よりweb
公開（一部）



画像閲覧システム
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三宝院伝法潅頂私記内道場 東京大学史料編纂所所蔵

ビューア：OpenSeaDragonの利用,2015年12月〜
画像サーバ：IIIF，Legacy Image Pyramids対応



史料編纂所所蔵史料のデータ利用条件

1. 史料編纂所が所蔵する原本等の史料画像データ
– 史料種別（区分）が「貴重書（原本・古写本類）」・「特殊蒐書」（一部を除く）・
「写本」であればCC BY相当

– “オープンデータ”

2. 史料編纂所出版物の版面画像データ
– 史料種別（区分）が「本所出版物」の画像データはCC BY-NC-SA相当

3. 上記以外の史料等画像データ
– 史料編纂所図書室へ申請

 他機関所蔵史料
– データ利用条件を提示, 一部オープンデータ

 上記は2019年4月1日より開始
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強化事業では何をやるのか？

構築推進事業で行ってきたことを継続
–JDCatとの連携

•史料編纂所所蔵史料：画像があるもの

•他機関所蔵史料：JDCatへの登録を承認頂いたもの
–神奈川県立金沢文庫「国宝 金沢文庫文書データベース」

–他機関のデータ受入や受託
•これまでのご協力頂いている史料所蔵機関の追加分

•さらに協力機関を増やしていく

日本史（人文）にかかるデータについて
–データ利活用の促進

–JDCatの運用・改修、メタデータスキーマや統制語彙の妥当性に係る継続的
な検討等

–「データ共有のための手引き」
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今年度の取り組み（１）

JDCatとの連携： 2,893件の史料データ
–神奈川県立金沢文庫所蔵「国宝金沢文庫文書」：1,479件(455件の追加)

•神奈川県立金沢文庫とのシステム連携

–史料編纂所所蔵史料「島津家本」：639件新規
•東京大学デジタルアーカイブズ構築事業との連携

他機関のデータ受け入れや受託
–Hi-CAT Plusからの公開

•都城島津邸所蔵「都城島津家文書」 : 3,923点追加 （合計： 14,905点）
•海の見える杜美術館所蔵「岩倉具視関係史料」: 843点追加 （合計： 6,884点）
•立花家史料館所蔵史料（大友家文書など）：3,587点（新規）
• … x2
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島津家本
旧鹿児島藩島津家の家史編纂・史
料蒐集機関として存在した「公爵
島津家編輯所」が、その編纂事業
の過程において蒐集・作成し、第
二次世界大戦後東京大学史料編纂
所の所蔵となった書籍（刊本・写
本・文書・写真等）の総称



JDCatでの表示
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SHIPS -> JDCatのハーベストは ResourceSyncによる

DOI

史料編纂所 SHIPSDBへリンク

画像へアクセス



今年度の取り組み（２）

データ利活用の促進
–人文学データシンポジウムの開催

• テーマ：「
• 」
• 登壇者

–中村 覚氏（東京大学史料編纂所）
–高田祐一氏（奈良文化財研究所）
–橋本雄太氏（国立歴史民俗博物館）
–上阪彩香氏（大阪成蹊大学データサイエンス学部）
–佐藤健一氏（滋賀大学データサイエンス学部）

• 2024.9.18, 東京大学本郷キャンパス,国際会議JADHプ
レシンポジウムとして

–国際会議EAJRS2024への参加・報告
• 2024.9.11-14, Sofia Bulgaria
• 社会科学研究所とのコラボレーション（中核機関とし
て）

• ブースの設置
• 報告：Initiatives for Sharing and Utilization of 

Humanities and Social Science Data at the University 
of Tokyo東京大学における人文学・社会科学データの
共有・利活用に関する取組
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おわりに

史料の“力”を再評価していく
– 高付加価値化へ

データの収集・蓄積・管理・共有
– 他の分野でも利用 JDCatを介したデータ提供による可能性

 JDCatでの利用を促進するには…
– データ件数：もっと増やす
– ユースケース：つくっていく

史料をもっと利用していくためには
– 史料の目録のみではなく、本文の検索も
– 本文を作るのは大変…OCRの活用も検討していくべき

史料所蔵機関の要望・相談
– 史料のデータ公開を行いたいという要望
– でも経費や技術がない…という課題

Webを介した”次”へ
– AI・機械学習に耐えうるデータとしての整備
– 整備したデータがdata drivenな利用ができるか確認を踏まえてアプリケーションを作ってみる
– このデータを学界・一般へ継続して提供していく環境整備
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